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研究成果の概要（和文）：関節リウマチ（RA）患者における睡眠障害と関節炎の活動性との関係

を検討した。その結果、RA 患者の睡眠の質は有意に低下しており、それは疾患活動性に相関し

た。95.0%の患者は疾患活動性とは無関係に日中の充分な覚醒を維持していた。51.0%の患者は

抑鬱状態と考えられた。RA 患者の睡眠パターンは入眠困難型障害と夜間覚醒型障害が混在して

おり、浅睡眠ステージが有意に延長していた。 

 
研究成果の概要（英文）：The sleep of patients with rheumatoid arthritis (RA) was 
significantly disturbed in relation to their disease activities. 95.0% of patients 
maintained a fair daytime awakening while 51.0% of them suffered from depressive states. 
Patients showed a significant increase in wake after sleep onset and a decrease in sleep 
efficiency. In particular, the ratio of Stage1 non-REM sleep was incresed (p<0.05), and 
the values correlated significantly with patients’ disease activity. 
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１． 研究開始当初の背景 

関節リウマチ（RA）患者の睡眠障害は疾

患活動性に相関することが知られてお

り、近年、とくに概日リズムとの関わり

において、RA患者の関節腫脹と痛みが日

常の２４時間周期に相関すること、また、

RA患者の関節痛と睡眠障害は生物時計

に調節される性ホルモン分泌の影響を

受けることが報告された。生体の概日リ

ズムは、生物が地球の自転により起こる

昼夜変化に適応するために獲得した基本

形質であり、私達は、時計遺伝子Cry1/

２KOマウスにモデル関節炎を発症させた

ところ、野生型マウスに較べて有意に重

症の関節炎が発症する事を見出した｡こ

れらRA患者の睡眠障害と概日リズムの関

係性が、本研究を進めて行く上での具体

的な学術背景となった。 

 
 



２． 研究の目的 
関節リウマチ患者における睡眠障害と
関節炎の活動性との関係を検討した。 

 
３． 研究の方法 

関節リウマチ(RA)患者(n=462、男性 53
名・女性 409 名、クラス 2.7±5.7、ステ
ージ 2.9±1.2)に対して睡眠に関するア
ンケート(ピッツバーグ睡眠質問表、
Epworth sleepiness scale 、 Beck 
Depression Inventory)とアクチグラフ
（腕時計型微細体動感知記録器）および
ポリソムノグラフによる睡眠解析を行っ
た。RA の疾患活動性（朝のこわばり、VAS
スコア、握力、腫脹・疼痛関節数、CRP
値、血沈、RF値、DAS28、抗 CCP 抗体価、
MMP-3 値）と併せて評価した。 

 
４． 研究成果 

(1) RA患者の睡眠の質は有意に低下して

おり、それはDAS28疾患活動性に有意に相

関した。一方、疾患活動性が寛解状態に

ある患者では、ピッツバーグ睡眠質問表

による睡眠の質の低下はなかった。 

(2) Epworth sleepiness scaleの結果か

ら、95.0%の患者は疾患活動性とは無関係

に日中の充分な覚醒を維持していた。 

(3) Beck Depression Inventory の結果

から、51.0%の患者は抑鬱状態と考えられ

た。 

(4) RA患者の睡眠パターンは入眠潜時の

延長と夜間覚醒回数の増加が特徴で入眠

困難型障害と夜間覚醒型障害が混在して

いた。 

（5）RA患者では浅睡眠ステージ 

（Sleep Stage 1）が有意に延長していた

。 
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